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A Decision Support System (DSS) is by nature general-purpose system because it supports a 

variety of managers who have different decision styles and different problems. However, it 

seems that no effective general-purpose DSS has yet come into existance, although the 

components of DSS such as database technology, modeling techniques, inexpensive  graphic, 

display etc., have progressed enough to build DSS. 

I think that the shortcoming has resulted from the fact that an effective framework to 

integrate those components into DSS is still not established. 

In this paper,  I propose an effective framework that is based on the study of 

unstructured-problem solving and considerations for use by managers as non-computer 

specialists. We illustrate a system realized on the framework.

1.は しが き

こ の数 年,対 話 型 シ ステ ム をべ 一 ス に した

問題 解 決 を支援 す る コ ンピ ュ ー タ ・シス テ ム

の構 築 が,各 企 業 に よ り試 み られ て い る.こ

の よ うなシステ ム は一 般 に 「意 思 決 定 支 援 シス

テ ム(DecisionSupprtSystem,略DSO」

と呼 ば れ て い る.こ のDSSの 進 展 に伴 い,

管 理 者 が 自分 の 仕 事 の 進 み具 合 に合 せ て この

シス テ ム を利 用 して,自 分 の 問題 解 決(意 思

決 定)を 効 果 的 に進 め る ことがで きる環境 が,
　ユ　

企業組識体に出現 しつつあるといえる.

と こ ろ で,こ のDSSの ア プ ロ ー チ は,効

果 的 な意 思 決 定 プ ロ セ ス に お け る コ ン ピ ュー

タの 役 割 に関 して,次 の よ うな仮 定 が その 基

礎 に な っ て い るll)

(1)コ ン ピュ ー タは 管理 者 を支援 す るの で

あ っ て,管 理 者 に取 って 替 わ る こ と が あ っ て

は な ら ない.

(2)問 題 解 決 に当 っ て は,管 理 者 の洞 察 力

あ る いは 判 断 力 が必 要 と され る非 構 造 的 な も

の が その 対 象 と な る.

(3)効 果 的 な 問題 解 決 プ ロ セ ス は,本 質 的

に イ ン タラ クテ ィブ な もの で あ るの で,人 間
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と コ ン ピ ュー タの 即 時 的 な対話 が必 須 で ある.

筆 者 が調 査 した と ころ に よ る と,DSSの

目的 を持 つ と考 え られ る シ ス ァ ム の 中 で,シ

ス テ ム 的 機 能 面 か ら上 記 の仮 定(2),(3)を

充 分 満 して い る もの は稀 で あ った.

(2)に 関 して は,ほ と ん どのDSSが 機

能 分 化 を押 し進 め て構 築 さ れて はい なか った.

そ の た め,管 理 者 は,非 構 造 的 な 問題 を コ ン

ピュ ー タ ・シ ス テ ム上 に充 分 に表 現 で きず ,

既 存 の シス テ ム制 約 下 で そ れ を固 定 的 に解 か

ざる を得 な いよ うで あ っ た.

(3)に 関 して は,大 部 分 のDSSが 対 話

型 シ ス テ ム と して構 築 され て は いた.し か し,

それ らは特 定 の レベ ル の使 用 者,例 えば,初

心 者 あ る い は上 級 者 の ど ち ら か を想 定 して い

るた め に,中 間 レベ ル の使 用 者 に と っ ては,

利 用 しず らい シ ス テ ム で あ った.

DSSを 構 成 す る基 本 的 な個 々の シ ス テ ム

技 術,例 えば,汎 用 デ ー タベ ー ス 技 術,経 営

科 学 手 法,問 い 合 せ 言 語,グ ラ フ ィ ック表 示

技 術 な ど は,現 在,そ れ ぞ れ 充 分満 足 の い く

高 い 水準 に達 して い る.し か し なが ら,未 だ

幅 広 く管 理 者 に受 け 入 れ られ るDSSが 存 在

して い な い と思 わ れ る理 由 は,そ れ らの 個 々

の シ ス テ ム技 術 を総 合 化 す る と ころ の 技 術 が

確 立 され て い な い か らで あ る とい え よ う.

意 思 決 定 の た め に必 須 の 要 素 で あ るデ ー タ

とモ デ ル を管理 者 に広 く利 用 させ る には,図

1に 示 す よ う に,そ れ ら2つ の 要 素 と人 間 の

問 に イ ン ター フ ェー ス と して 介 在 す る も う1

つ の要 素 を確 立 しな け れ ば な ら な い,筆 者 は,

こ の イ ン ター フ ェ ー ス をDSSフ レー ム ワー

ク と呼 ぶ.こ の フ レー ム ワー ク が上 記 の 個 々

の 基 本 的 な シス テ ム技 術 を総 合 化 す る と ころ

の もの で あ り,そ れが管理 者 の コ ンピュー タ使

用 を強 力 に 支援 しな け れ ば な ら な い と考 える.

従 来,DSSの 領 域 で 成 功 した と い わ れ る

シ ス テ ム は,コ ン ピュ ー タの 専 門家 を対 象 と

して お り,そ れ は特 定 の 問 題 を扱 うた め に,

デ ー タ とモ デ ル の み に シ ス テ ム化 の 努 力 が払

図1DSSの 構成要素

わ れ て い た よ うで あ る.

本 論 文 で は,DSSが よ り広 範 な管 理 者 に

対 して,① 非 構 造 的 な 問 題 を解 決 す るた め の

柔 軟 性,お よ び② 彼 等 自身 で 容 易 に使 用 で き

る使 い易 さ を,如 何 に した ら提 供 で きる か,

ま た そ の た め の コ ンピュー タ ・シス テムは如何

に あ るべ きか とい う筆 者 の 考 え方 を示 す(61

そ して,そ の 考 え方 に 沿 っ て,筆 者 ら が 開

発 したDSSフ レー ム ワー クで あ る とこ ろ の

DSS1100を 紹 介 す る16)

2.柔 軟性 の考 え方

H.A.Simonに よれば,人 間が非構造的な

問題 を解 く場合,彼 はその非構造的な問題 を

細分化 し,自 分の知っている慣 れ親 しんだ方

法で解けるところの小 さな構造的な副問題ま

でに還元 して解 くとい う(2)これは一般的,共

通的な手法などの組み合せによって,そ の非

構造的な問題 を解決で きることを意味する.
一般に

,管 理者が非構造的 な問題 を解 く場

合,頼 りにする手法は,経 営科学手法,統 計

手法,四 則演算,デ ータベース検索,グ ラフ

表示 などの比較的単純で易 しいものである.

そこで,筆 者は,従 来モデルと呼ばれてい
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図2小 モデルの連結

た と こ ろ の もの を拡 大 解 釈 して 捉 え よ う と す

る も の で あ る.す な わ ち,デ ー タベ ー ス検 索

や グ ラ フ表 示 な どの単 一 の機 能 もモ デ ル と考

え る の で あ る.こ の モ デ ル は 明確 に単 一 機 能

に限 定 され るの で,こ こ で は小 モ デ ル と呼 ぶ.

この よ う にす れ ば,小 モ デ ル を上 記 の副 問

題 に対 応 させ る こ とが で き るの で,逆 に,小

モ デ ル の柔 軟 な組 み合 せ に よ り,非 構 造 的 な

問題 を解 く こ とが可 能 と な る と い え よ う(図

2参 照).

管 理 者 が小 モ デ ル を用 い て非 構 造 的 な 問題

を解 くた め に は,DSSに 次 に述 べ る よ うな

シ ス テ ム環 境 が 用意 され て い な け れ ば な らな

い.

小 モ デ ル は単 一 機 能 の み か ら構 成 さ れ て い

る.そ して,そ れ は単 独 で 稼 動 す る こ とが で

き る.シ ス テ ム 内 には小 モ デ ル間 の デ ー タの

引 き渡 し を行 うた め の ワー ク スペ ー ス が設 け

られ て い る(図2参 照).こ の ワ ー ク ス ペ ー

ス は 管理 者 に と って,メ モ エ リアの働 きを し,

必要 が あれ ば,外 部 か ら種 々の デ ー タ を この

ワー ク スペ ー ス に投 入 す る こ と もで き る.小

モ デ ル は,他 の小 モ デ ル との 間 で ワー クス ペ

ー ス 内 で
,デ ー タ の授 受 を正 し く行 うこ とガ

で き る よ うに,あ る一 定 の基 準(プ ロ トコ ル)

の も とで 作 成 さ れ て い る.

ま た,管 理 者 が,小 モ デ ル の 存 在 を鮮 明 に

意 識 で きる よ う にす るた め,そ れ らの 小 モ デ

ル群 は,シ ス テ ム 内 の 見 通 しの 効 くモ デ ル保

存エ リアに保存 されている.そ して,管 理者

が必要に応 じて,当 該エリアの中の目的とす

る小モデルを取 り出して,即 座 に実行できる

ような機構が用意 されている.管 理者はこの

機能を利用 して,次 々と小モデルを選び出 し

て実行 していく.そ して,そ れに従 って,小

モデルは連結 されて,よ り大きな意思決定モ

デルと成っていく.

このようなシステム環境 を実現することが

可能であれば,管 理者は彼の意思決定プロセ

スに従って,容 易に彼の望む意思決定モデル

を創造することができるといえる.

3.使 い易 さの考 え方

システムの使い易さは,問 題を解 くという

本質からは重要ではないにしても,管 理者を

効果的 に支援するという観点からは非常に重

要である(5;

システムの使 い易さに関するオー番目は,

システムの操作性 に関する問題である.管 理

者は一般 にコンピュータの専門家ではない.

そのため,使 用 したい小モデルの存在 を承知

していたとしても,そ れを充分操作できると

は限らない.大 部分の管理者は小モデルの基

本的な概念を知っているにすぎないのである.

しかしながら,一 方,人 間は0般 に教えられ,

使い込むと,そ れに習熟 していくものである.

管理者も使い込めば,最 終的には自己の力量

に応 じた利用スタイルを確立するであろう.

DSSは このように,初 心者から習熟者 ま

でを幅広 く受け入れなければならない特質を

持っている.そ こで,DSSに は,次 の2つ

の対話形式を設ける必要がある.

一つは初心者向 きのシステム主導型の対話

形式である.こ れは小モデルが何 をどんな様

式で入力を要求す るかを,シ ステムが使用者

に教 え,誘 導 していく形式である.こ れは試

行錯誤的な対話が可能 な形式でもある.

もう一つは習熟者向きの利用者主導型の対

話形式である.こ れは使用者が,事 前に小モ

一63一



デルの要求する入力内容を知っている場合,

その使用者が一方的にシステムに命令 を与え

ていく形式である.

使用者の習熟過程 にシステムが対応 してい

くためには,こ の二つの対話形式が混在 して

利用で きるようにしてお くことが,非 常に重

要である.

システムの使い易さに関する二番目の もの

は,問 題の構造化についてである(3)当初,非

構造的な問題も,そ の出現回数が増すに従っ

て,徐 々に問題の解決方法 も定まっていき,

構造的な問題に転化 していく.も し,こ の構

造化への過程 に,シ ステムが対応できないと,

頻繁 に使用者がシステムに介入する必要が生

じ,使 いずらいものとなってしまう.従 って,

問題の構造化の進展 とともに,徐 々に使用者

の操作 をシステム側に移 し替えることができ

る,次 のような機構 を設ける必要があろう.

問題の解決方法の固定化は,最 初,個 々の

小モデルの入力過程 において現われ,次 第に

小モデル群の組み合せ過程にも出現するよう

になる.そ こで,小 モデルの会話に関する入

力イメージおよび小モデル群の組み合せに関

する入力イメージを,シ ステム側に登録でき

るようにす る.使 用者が類似の問題に対応す

る場合,登 録 された入力イメージを再び弾力

的に呼び出すだけで良いようにしておく.

このような機構が完備 していれば,使 用者

はより簡単な操作によって,構 造化の進んだ

問題 を解決することができるといえる.

4.柔 軟性の実現

筆 者 らが採 用 したDSSフ レー ム ワー クの

イ ンプ リメ ンテ ー シ ョ ン ・ア プ ロ ー チ は,モ

デ ル を単 一 の 問題 解 決機 能 のみ か ら構成 し(以

後,こ の モ デ ル をユ ニ ッ ト ・モ デ ル と呼 び,

こ れ は 矛2章 で 小 モ デ ル と呼 ん だ もの に対 応

す る),ユ ニ ッ ト ・モ デ ル の持 つ 共 通 の 基 本

的 な情 報 処 理機 能 をす べ て抽 出 して,そ れ を

DSSフ レー ム ワ ー ク と して 独 立 させ て実 現

す る方 法 で あ る.こ の情 報 処 理 機 能 とは,会

話 制 御 機 能,フ ァ イ ル操 作 機 能,出 力 制 御 機

能,デ ー タ管理 機 能 な ど,従 来 の モ デ ルの 持

つ 必 須 の機 能 で あ る.

こ の ア プ ロ ー チ は 次 の 利 点 を シス テ ム に提

供 す る.

(1)ユ ニ ラ ト ・モ デ ル は,そ の 固 有 の 問題

解 決 ア ル ゴ リズ ム だ け か ら構 成 す る こ とが で

きる.従 っ て,他 の情 報 処 理 機 能 を含 ませ る

必 要 は な い.

(2)ユ ニ ッ ト ・モ デ ル に対 して,共 通 の デ

ー タの 基 盤 を与 え る こ と がで きる
.

(3)使 用 者 と シス テ ム との 対 話 形 式 を,ユ

ニ ッ ト ・モ デ ル の 間 で 共 通 的 に定 め る こ とが

で き る.

筆 者 らは,DSSフ レー ム ワー ク と してD

SS1100を 実 現 す るた め に,図3に 示 す

シス テ ム構 造 を採 用 した.そ のDSSフ レー

ム ワ ー クは,図3の 中 の5つ の機 能 別 モ ジ ュ

ー ル
,モ デ ルベ ー ス,中 継 デ ー タ ・フ ァ イ ル

お よ び シス テ ム ・フ ァイ ル か ら構 成 され て い

る.こ こで,モ デ ルベ ー ス と中継 デ ー タ ・フ

ァイ ル は,オ2章 で 述 べ たモ デ ル保 存 エ リ ア

と ワ ー クス ペ ー ス に そ れ ぞ れ対 応 す る もの で

あ る.
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表1シ ス テ ム ・フ ァ イ ル の種 類

ファイ ルの名 称 フ ァ イ ル の 内 容

デ ー タ定 義 フ ァイ ル
デー タベー スの検索 の経 路,お よび

レコー ド ・レイァ ウ トを定義 する.

機 密 保 護 フ ァイ ル
データの機密保護を行 うための情報

を登録する.

会 話 情 報 フ ァイル
ユニット・モデルごとの会話の順序,形

態,お よび会話メッセージを登録する.

処 理 手 順 フ ァイ ル 事前に既知である会話入力イメージ
を登録する.

デ コー ド情 報 フアイ ル
コー ドをデコー ドした情報 を登録 す

る.

機 能 別 モ ジ ュー ル は次 の観 点 か ら作 成 され

た ソフ トウエ ア ・モ ジ ュ ー ル で あ る.

(1)モ デ ル連 結 モ ジ ュー ル:ユ ニ ッ ト ・モ

デ ル を連 結 して 作 動 させ る.

(2)フ ァ イ ル操 作 モ ジ ュー ル:中 継 デ ー タ

・フ ァイ ルへ の 入 出 力操 作 をユ ニ ッ ト ・モ デ

ル か ら解 放 す る.ま た ,こ の モ ジ ュー ルの 存

在 に よ り,各 ユ ニ ッ ト ・モ デ ル間 の 整 合 性 を

保 証 す る.

(3)会 話 制 御 モ ジ ュ ー ル:会 話 入 力 に関 す

る一 切 をユ ニ ッ ト ・モ デ ル か ら解 放 す るa

(4)出 力 制 御 モ ジ ュ ー ル:出 力 に 関 す る一

切 をユ ニ ッ ト ・モ デ ル か ら解 放 す る.

(5)デ ー タ管理 モ ジ ュ ー ル:ユ ニ ッ ト ・モ

デ ルが らデ ー タ を独 立 させ る.ま た,デ ー タ

ベ ー ス管 理 シ ステ ム に容 易 に イ ンタ ー フ ェ ー

ス を取 らせ る.

シス テ ム ・フ ァ イ ルは,① モ デ ルの 開 発 を

容 易 にす るた め の情 報,② シ ス テ ム を稼 動 さ

せ るの に必 要 な情 報,③ 更 新 の 可 能性 の 高 い

情 報,な ど をユ ニ ッ ト ・モ デ ル か ら独 立 させ

て登 録 させ て お くフ ァイ ル で あ り,表1に 示

した5つ の フ ァイ ル か ら構 成 され て い る.

モ デ ルベ ー ス はユ ニ ッ ト ・モ デ ル群 を保 存

す るた め の フ ァイ ルで あ るが,デ ー タベ ー ス

の デ ー タの よ うにユ ニ ッ ト ・モ デ ル の存 在 を

強 く意識 させ,ユ ニ ッ ト ・モデ ルの取 り出 し,

追 加,更 新 を容 易 に行 え る よ うに設 定 され た

もの で も あ る.こ の フ ァ イ ルの 効 用 は 後 述 す

る.

中継 デー タ ・フ ァイ ル は,ユ ニ ッ ト ・モ デ

ル間 で の情 報 の 引 き渡 し を行 うた め に設 定 さ

れ た もの で あ る。 ユ ニ ッ ト ・モ デ ル は デ ー タ

の 入 出 力の 対 象 をす べ て 中継 デ ー タ ・フ ァイ

ル と して い る.あ るユ ニ ッ ト ・モ デ ル で処 理

さ れた 結 果(デ ー タ)は,中 継 デー タ ・フ ァ

イ ル を介 して,次 に連 結 され るユ ニ ッ ト ・モ

デ ルの 入 力 デ ー タ と な る.

中継 デ ー タ ・フ ァ イ ルは,使 用 者 に当 該 フ

ァ イ ルの デ ー タ を鮮 明 に意 識 させ るた め に,

一 種 の 関係 デ ー タベ ー ス と な って い る
.中 継

デ ー タ ・フ ァ イル の操 作 は フ ァ イ ル操 作 モ ジ

ュ ー ル に よ っ て,表(マ トリ ッ クス)形 式 の

一 部 で あ るベ ク トル形 式 で行 わ れ る.出 力 デ

ー タ群 に は
,当 該 モ ジュ ー ル に よ り自動 的 に

一 定 の デ ー タ名 が割 り付 け られ る
.使 用者 は

この デ ー タ名 を指 定 す る だ け で よ く,デ ー タ

の 物 理 的 な格 納 構 造 を意 識 しな くて も よ い よ

うに な っ て い る.

こ こで 説 明 したモ デ ルベ ー ス,中 継 デ ー タ

・フ ァ イ ル お よ びモ デ ル連 結 モ ジ ュ ー ル な ど

のDSSフ レー ム ワー ク が,従 来 の 意 思 決 定

モ デ ル を創 り出 す働 き をす る.こ れ らの シ ス

テ ムの働 きは次 の よ うに描 写 で き る.

使 用者 に よ りDSS1100が 開始 され る

と,モ デ ル連 結 モ ジ ュー ルは会 話 制 御 モ ジ ュ

ー ル を介 して
,使 用者 に何 のユ ニ ッ ト ・モ デ

ル を使 用 す るか を問 う.使 用 者 が特 定 のユ ニ

ッ ト ・モ デ ル の名 前 を与 え る と,当 該 ユ ニ ッ

ト ・モ デ ル はモ デ ル連 結 モ ジュ ー ル に よ っ て

モ デ ルベ ー ス か ら呼 び出 され,図3に 示 す ユ

ニ ッ ト ・モ デ ルの 位 置 に取 り込 ま れ る.そ し

て,そ の ユ ニ ッ ト ・モ デ ルの 実 行 が開 始 され

る.

当 該 ユ ニ ッ ト ・モ デ ルは 中 継 デ ー タ ・フ ァ

イ ル を入 力 源 と し,そ の ユ ニ ッ ト ・モ デ ルの

持 つ 問題 解 決 ア ル ゴ リズ ム に従 って 問 題 解 決

に 当 る.こ の際,基 本 的 な情 報 処 理 に関 して

は,会 話 制 御,出 力 制 御,デ ー タ管 理 ,フ ァ

イ ル操 作 の 各機 能 別 モ ジ ュー ル に委 ね る.

機 能 別 モ ジ ュー ルは,シ ス テ ム ・フ ァイ ル
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表2意 思決定モデルの作成例

モ デ ル 名 ユ ニ ッ ト ・モ デ ル の 連結 順 序

デー タ検 索モ デル データベース検索UM→ 帳表作成UM

重回帰分析モデル
データベース検索UM→ 重回帰分析UM
→グラフ作成UM

時系列予測モデル

デー タベー ス検 索UM→ デー タ入 力UM

→ デー タ加工UM→ 時 系列予測UM

→ グラフ作成UM

(注)UMと はユ ニ ッ ト ・モデ ルの略

に登 録 され て い る情 報 を参 照 しな が ら,ユ ニ

ッ ト ・モ デ ル に替 わっ て 基 本 的 な情 報 処 理 を

行 う.そ して,ユ ニ ッ ト ・モ デ ル は処 理 結 果

を中継 デ ー タ ・フ ァイ ル に出 力 す る.

当 該 ユ ニ ッ ト ・モ デ ル の実行 が終 了 した ら,

モ デ ル連 結 モ ジ ュ ー ル は会 話 制 御 モ ジ ュー ル

を介 して,再 度,使 用 者 に次 は何 の ユ ニ ッ ト

モ デ ル を使 用 す る か を問 う.こ の パ ター ンは

使 用 者 がDSS1100に 終 了 を指 示 す る ま

で繰 り返 され る.

以 上 が シス テ ム の動 作 の概 略 で あ る.上 記

の パ ター ンの繰 り返 しの過 程 を通 じて,デ ー

タ は中 継 デ ー タ ・フ ァ イ ル を仲 立 ち と しで,

各 種 の ユ ニ ッ ト ・モ デ ル 間 に引 き次 が れ,そ

の 問 に有 用 な情 報 に転 化 して い く.

この フ レー ム ワー クに よ り,管 理 者 は種 々

の ユ ニ ッ ト ・モ デ ル を連 結 して,一 連 の 意 思

決 定 モ デ ル を創 り上 げ る ご とが で き る.例 え

ば,モ デ ル ベ ー ス にデ ー タベ ー ス検 索,重 回

帰 分 析,デ ー タ入 力,デ ー タ加 工,時 系 列 予

測,グ ラ フ作 成,帳 表作 成 な どの 各 種 の ユ ニ

ッ ト ・モ デ ル が用 意 され て い る と,表2に 示

す よ うな意 思 決 定 モ デ ル を創 り上 げ る こ と が

で き る.

この種 の 組 み 合 せ は,ユ ニ ッ ト ・モ デ ルの

数 が 増 せ ば,そ れ に従 っ て 多種 多様 な組 み 合

せ が生 ず る.そ の 結 果,シ ス テ ム は よ り柔 軟

性 を増 す こ とに な る.

ユニ ッ ト ・モ デ ル は,す で に述 べ た よ うに,

単 一 の 問 題 解 決 ア ル ゴ リズ ム ゐ み を含 む プ ロ

グ ラム で あ る.こ の た め,管 理 者 は,彼 の 抱

い て い る問題 を解 決 す るユ ニ ッ ト ・モ デ ル を

容 易 に作 成 す る こ と が可 能 で あ る.こ れ をモ

デ ル ベ ー ス に格 納 す れば,彼 を含 め誰 もが,

当 該 ユ ニ ッ ト ・モ デ ル を既 存 のユ ニ ッ ト ・モ

デ ル と組 み合 せ て利 用 す る こ と が で き る.そ

れ 故,モ デ ル ベ ー ス に保 存 さ れ て い るユ ニ ッ

ト ・モ デ ルは,管 理 者達 の 共 通 の 財 産 とみ な

す こ と がで きる.

5.使 い易 さの実現

コ ン ピ ュー タ との 対 話 を実 現 す る一 般 的 な

方 法 は,コ マ ン ド方 式 あ る い は メ ニ ュ ー 方 式

で あ る.コ マ ン ド方 式 は 利 用 者 主 導 型 で か つ

柔 軟 な対 話 の様 式 を実現 で き る.し か し,そ

れ は一 般 に コ ン ピ ュー タ専 門 家 向 きの 対 話 方

式 と い え る.

一 方
,メ ニ ュ ー方 式 は シス テ ム主 導 型 の対

話 を実 現 で き る.こ の方 式 は初 心 者 向 きの対

話 方 式 で あ り,使 用 者 は対 話 の流 れ を教 え ら

れ なが ら,シ ス テ ム に指 示 を与 え る こ と が で

き る.レ か し,そ れ は若 干 柔 軟 性 に欠 け る き

らい が あ る.

そ こで,筆 者 らはDSSフ レー ム ワー ク に,

この 両 方 式 の利 点 の み を取 り入 れ,習 熟 過 程

の追 求 可 能 な対 話 方 式 を実 現 した.

表3逐 次入力によるデータの検索

(1)フeロ ワいラムNロ ヲ クイフ゜イン シテ クラいサイ

τYF'E工N:∈5()

クニ'_,..ユン ケンサワ

(二:)し':ユ ート丘し,詫イ ヲ{ヲ イフOイ ニノ 三'テニ ζノ{尹、㌧サイ

TYP匚 工N:1

ウリアゲ'シ 亀'ヨウホウ

(.1) .テ ンNロ ヲ ヲイフ◎イニ'シ テ クヲ唱サイ
TYPE工N:ALL

ケンπウit17ケ うトテ怖ヌ

(4)シ ョウヒンNロ ヲ クイフ゜イン'シ テ ワタ"サ イ

TYPEIN:1◎10

セ亨ユ

(J)テ 購一ヲ ノ シュルイ ヲ ク・・iプイJシ テ ワ♂ヲb'サイ

TYF'E工N:FLAN.RE=;1」LT

7;iワ チ

シ旧!丿セ亨≠

《/一.)テ 嚇一ク ノ ヒ81尸ケ ヲ ク・・fプ イン シテ ワ冗ヲ覧'サイ

TYPE工N;7905,!3

7'ヲ ネン5力 鴇ツ イコウ ノ テい一・ヲ

(7)デ し一ク メイ ヲ アヲエテ クヲ騎サイ

TYPEIN=A.R

ワリフラレヲ テ鴇一ヲ メイit昌`)`⊃ 工 力ラA◎17テ いえ

ワリフラレヲ デ 亀一ヲ メニyハEl`)i:}1カ ラB◎17テ'隔 π
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表4一 括 入 力に よるデ ー タの検索 表6HELPコ マ ン ドによるコー ドの表示

く1)フ ゜ ロワ"ラ ムN〔iヲ ワ イフ ゜イン シ テ7η 購 サイ

TYPE工N50:1;ALL:1(,1匸:,:FLAN・RE:ヨ1」LT:7'ヲ04,∈ 渚 角.B

通 常 の 会 話 は,表3に 示 す よ うな メ ニ ュー

方 式 の逐 次 入 力 を基 本 と した.こ れ は シス テ

ムが 使 用 者 に何 を入力 すべ きか を会話 メ ッセー

ジ に よ り問 い,使 用 者 が逐 次,そ れ に答 え る

会 話 形 式 で あ る.こ の 会 話 形 式 は習 熟 度 の未

だ低 い レベ ル に あ る使 用 者 を対 象 とす る もの

で あ る.表3は,デ ー タベ ー ス検 索 ユ ニ ッ ト

・モ デ ルが 選 択 され
,前 章 で 述 べ た会 話 制 御

モ ジ ュー ルが,当 該 ユ ニ ッ ト ・モ デ ル に替 っ

て,使 用 者 に順 次 必 要 な入 力 を求 め て い る様

子 を示 して い る.

ユ ニ ッ ト ・モ デ ル を使 い込 んで,全 て の入

力 す べ き項 目 とそ の順 序 を知 った 最 も習 熟 度

の 高 い レベ ル に あ る使 用 者 に対 して は,シ ス

テ ム側 か らの 会 話 メ ッセ ー ジ表 示 をブ ロ ッ ク

して,一 括 した 入 力 が行 え る会 話 形 式 を用 意

した.こ れ は 使用者 が逐次 表示 され る会話 メ ッ

セ ー ジ に応 答 して い る あ る段 階 か ら,そ の逐

次 に行 われ る会 話 を止 め,以 後 の会 話 の すべ

て あ る い は一 部 を一 度 に入 力す る方法 で ある.

表4に 示 され る一 括 入 力 は,表3の 逐 次 入 力

と等 価 な入 力 で あ る.

これ らの逐 次 入 力 と一括 入 力は全 てのユ ニ ッ

(.i)TJNI:1ヲ クイフ゜イニ'シ テク丿ヲ鴨サイ

TYPEIN;+:HELF°

TYPE工N

TYPEIFJ

1XXト ウキヨウ 子ワ

2XXオ オサ力 手ク

:3XXナ コ購ヤ チク

・÷・HELPム

11Xチ ヨヲいク

12X三 ナ トワ

13Xシ ナ力鴇ワワ

申HELP12

121ア カサカ シテン

122ア 詫ヤマ シテニ丿

12:3口1ワ ホ゜ンキ鴨 シテン

ト ・モ デ ル に対 して混 在 して組 み 合 せ て使 用

で きる よ うに した.こ れ らの 入 力 の 間 の 切 り

換 えは 使 用 者 が行 う必 要 は な く,前 述 の 会 話

制 御 モ ジ ュー ル に よ って 自動 的 に行 われ る.

一 方
,試 行錯 誤 的 な会 話 ステ ップの 制 御,

入 力 パ ラ メー タの 教 唆,入 力 の取 り消 し,訂

,正 な どの 会 話 制 御 の 操 作 は コマ ン ド方 式 で 行

い,会 話 操 作 の 柔 軟性 を向 上 させ た.表5は

HELPコ マ ン ドで モ デ ルベ ー ス に登録 され

て い るユ ニ ッ ト ・モ デ ルの 内容 を見 てい る例,

表6は 同 じ くHELPコ マ ン ドで 店 コー ド体

系 を段 階 的 に調 べ て い る例 で あ る.

構 造化 過 程 を追跡 す る機 能 と して は,次 の

2つ の機 能 を設 け た.問 題 の構 造 化 に対 して

は,単 体 マ クロ機 能 と呼 ば れ る機能 を設 けた.

問 題 の構 造 化 はユ ニ ッ ト ・モ デ ル単 位 の 会 話

表5HELPコ マ ン ドに よ るユ ニ ッ ト ・モ デ ル の 一 覧

ciy

TYPE工N

TYFEIN

フ゜ロクNラ ムN〔 〕 ヲ

ヲイフ゜・イン ホウホウ

*REEF'

くくテ鴇一クへ馳一コζ.ケンサク>〉
c◎

cl

c

ヲイフ゜イニ丿 シテ クr-,^サイ

カhワ カラナケレハい+:F{ELF'ヲ ヲイ7° イン シテ クタ脇サイ

クンシ艦'ユニノ.ケンサク

ヒカク.ケ ンサワ

トウケイ.ケ ンサ7

くく チヨウヒヨウ>>

2リ ホ●一ト.ラ イぞヲ

くくイチラン.シ ユツリヨワ>〉

3

4

ソ鴨ワセイ富リブζト

テ鴨一9眇 リズト

50

<:<ヨ ソク/フ 晒:ノセキ/カ コウ>>

5

る

11

i

13

14

15

テN-9.カ コウ

シ鴨ユウカイキ艫フい:ノセキ

セ'bンキ ノヒ膈リツ

セ"二旅 ント"ウ 争 ノビ リツ

rレ ニ小 い

EPAホ ウ

シズウヘイカツ ホウ

くくフ.≫ケイ 三'1ソo丿ヨク 〉>

29コ ヒ鴇ケ'i三'膠 ワ1丿ヨ ワ

くくク"ラ フ(ク 鴇ラフ♂

21(25)シ 帆ケ'
一.1ソ ウ力一

23(2右 》 ホ鴨ウ

24(i.レ ー丿ヲ

リワ)〉::ひ

レ1ワ.ク 鴨ラフ

.ク 鴇ラフ

ワ鴨ラフ

.チ ヤー ト

<<テ 鴨一'9サ ワセイ/コ ウシン>>
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表7単 体マクロ機能によるデータの検索

の 固 定 化 か ら始 ま る.こ れ は 事 前 に既 知 の 一

連 の 会 話 入 力 に名 前 を付 け,そ れ を前 に述 べ

た シ ステ ム ・フ ァイ ル に登 録 す る もの で ある.

使 用 者 は 当 該 ユ ニ ッ ト ・モ デ ル を利 用 す る場

合,そ の単 体 マ ク ロ名 を会 話 に よ り与 え るだ

け で よい.シ ス テ ム の会 話 制 御 モ ジュ ー ル が

あ た か も,全 ての 入 力 が な され た の と同様 な

処 理 を行 う.表7は,大 部 分 の会 話 が 固定 化

され た デ ー タベ ー ス検 索 の例 で あ る.店 コ ー

ドに関 して は,未 だ固 定 化 されて いな いの で,

シ ス テ ム側 か ら問 い合 せ が行 わ れ て い る.

$URIAGE1と い う単 体 マ ク ロ名 で 登 録

され て い る会 話 入 力 イ メー ジ は,店 コー ドを

除 い て 表3と 同 一 で あ る.

ユ ニ ッ ト ・モ デ ルの構 造 化 が押 し進 め られ

る と,次 はユ ニ ッ ト ・モ デ ルの 組 み合 せ に よ

る構 造 化 に進 ん で い く.そ こで,シ ス テ ム に

は 単 体 マ ク ロ の組 み合 せ情 報 を シ ス テ ム ・フ

ァ イ ル に登 録 し,そ れ を処理 す る連 動 マ ク ロ

機 能 を設 け た.使 用 者 は,唯 一 の 連 動 マ ク ロ

名 を入 力 す る だ け で,複 数 の ユ ニ ッ ト ・モ デ

ル を連 動 して実 行 す る こ と がで きる.

筆 者 らの 開 発 したDSS1100で は,上

記 の メニ ュー 方 式 の会 話 と コマ ン ド方 式 の会

話 を混 在 して利 用 す る こ と がで きる.し か も,

それ らの 会 話 の 中 で,単 体 マ ク ロ機 能 と連 動

マ ク ロ機 能 を 自由 に用 い る ことが 可能 で あ る.

そ の た め,DSS1100の 会 話 方 式 は,初

心 者 か ら習 熟 者 ま で,幅 広 く かつ 習 熟 レベ ル

に応 じて 支援 す る こ とが可 能 に な っ て い る.

6.あ と が き

従 来,DSSの 名 で呼 ば れ て い た シ ス テ ム

は,ど ち らか と言 えば コ ン ピ ュー タ の専 門 家

向 きで あ り,ま た,個 々 の モ デ ル群 が充 分 な

相 互 関 連 を持 たず,統 合 化 され て い る と は 言

い難 か っ た.'筆 者 らの 開 発 したDSSフ レー

ム ワ ー クで あ る と こ ろのDSS1100は,シ

ス テ ム統 合 化 の観 点 か ら,シ ス テ ム の柔 軟 性

と使 い 易 さの 実 現 を 目指 した もの で あ る.使

い 易 さに 関 して 言 えば,DSS1100は,

コ ン ピュ ー タ に不慣 れ な管 理 者 を も使 用可 能

に して い る と こ ろ に,そ の 特 徴 が あ る.

しか し,最 大 の 特 徴 は,非 構 造 的 な 問題 を

解 決 す るた め に,管 理 者 自 らが各 種 の単 一 機

能 を持 つ ユ ニ ッ ト ・モ デ ル を連 結 して,一 つ

の意 思 決 定 モ デ ル を組 み立 て て 行 くこ と がで

き る こ と に あ る.そ して,こ の組 み 立 て の 過

程 にお い て,管 理 者 が随 時,試 行錯 誤 的 に シ

ス テ ム に介 入 す る こ と が で き るの で,彼 は 創

造 され た モ デ ルの 意 味 お よ び そ の モ デ ルか ら

出 力 され る情 報 の特 質 を的 確 に把 握 す る こ と

が で き るの で あ る.

DSS1100はUNIVAC1100シ

リー ズの コ ン ピ ュー タで 稼 動す るもので あ り,

主 に銀 行,証 券 会 社 にお いて 資 金 運 用 計 画 な

どの 計 画 業 務 に適 用 され て い る.

DSSに お け る小 モ デ ル の種 類 お よ び デ ー

タの 在 り方 につ い て,紙 面 の都 合 上 記 載 で き

な か っ た が,そ れ らにつ い て は,参 考 文 献 一

覧 の 文献(6),(7)を 参 照 され た い.

な お,本 論 文 は 筆 者 と 日本 ユ ニパ ッ ク(株)

の小 坂 武 氏 との 共 同 著 作 で あ る文 献(6)を

母 体 と して著 わ され た もの で あ る.筆 者 の 単

独 執 筆 の形 を とっ て は い る が,そ の陰 に氏 か

らの絶 大 な る御 協 力 が あ っ た こ と を明記 して

お く.こ こ に小 坂 氏 に深 く感謝 の意 を表 す る.
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